
８　財政状況について（税抜き）

(1)比較貸借対照表

　水道事業と鶴形簡易水道事業を合わせた資産、負債及び資本の状況は次表のとおりである。

（単位：円、％）

区　　　　分
２１年度 ２０年度 比 較 増 減 増 減 率

(A) (B) (A)－(B)
(A)－(B)

×100
(B)

資
　
　
産

固
定
資
産

有形固定資産 13,856,022,545 13,719,191,027 136,831,518 1.0

無形固定資産 7,158,598 7,462,046 -303,448 -4.1

計 13,863,181,143 13,726,653,073 136,528,070 1.0

流 動 資 産 347,391,541 375,665,255 -28,273,714 -7.5

資 産 合 計 14,210,572,684 14,102,318,328 108,254,356 0.8

負
　
　
債

固 定 負 債 0 0 － －

流 動 負 債 66,695,157 87,008,924 -20,313,767 -23.3

負 債 合 計 66,695,157 87,008,924 -20,313,767 -23.3

資
　
　
　
　
本

資 

本 

金

自 己 資 本 金 2,637,972,838 2,602,144,252 35,828,586 1.4

借 入 資 本 金 7,279,352,435 7,332,957,136 -53,604,701 -0.7

計 9,917,325,273 9,935,101,388 -17,776,115 -0.2

剰 

余 

金

資 本 剰 余 金 4,144,186,443 4,025,166,908 119,019,535 3.0

利 益 剰 余 金 82,365,811 55,041,108 27,324,703 49.6

計 4,226,552,254 4,080,208,016 146,344,238 3.6

資 本 合 計 14,143,877,527 14,015,309,404 128,568,123 0.9

負 債 ・ 資 本 合 計 14,210,572,684 14,102,318,328 108,254,356 0.8

　当年度末の資産は14,210,572,684円で、前年度に比較して108,254,356円（0.8％）の増と

なっており、この主な要因は配水設備の増によるものである。

　負債は66,695,157円で、前年度に比較して20,313,767円（23.3％）の減となっており、これは

営業未払金及び未払消費税の減によるものである。

　資本は14,143,877,527円で、前年度に比較して128,568,123円（0.9％）の増となっている。

資本の主な内容は、建設改良工事に伴う一般会計からの出資金、企業債、国庫補助金、工事負担

金等である。
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(2)資　産

　当年度の資産の増減及び内訳は次のとおりである。

①有形固定資産

（単位：円）

区　　　　　分
年度当初現在高 当年度増減額 減価償却累計額 年度末償却未済高

(A) (B) (C) (A)＋(B)－(C)

水
　
　
道
　
　
事
　
　
業

土 地 179,686,741 0 － 179,686,741

建 物 533,444,927 0 173,237,788 360,207,139

構 築 物 13,847,065,590 415,159,617 2,932,403,151 11,329,822,056

機 械 及 び 装 置 2,884,281,146 533,640 1,092,967,860 1,791,846,926

車 両 運 搬 具 8,306,381 0 7,916,644 389,737

工具器具及び備品 73,508,919 6,775,000 38,230,038 42,053,881

建 設 仮 勘 定 18,963,666 3,389,671 － 22,353,337

計 17,545,257,370 425,857,928 4,244,755,481 13,726,359,817

 

鶴
形
簡
易
水
道

事
業

構 築 物 139,447,121 0 10,602,337 128,844,784

機 械 及 び 装 置 391,826 2,090 9,132 384,784

工 具 器 具 備 品 238,000 238,000 42,840 433,160

計 140,076,947 240,090 10,654,309 129,662,728

合　　　　　計 17,685,334,317 426,098,018 4,255,409,790 13,856,022,545

　有形固定資産の当年度増減額が426,098,018円、減価償却累計額が4,255,409,790円となって

おり、当年度末償却未済額は13,856,022,545円となっている。

  水道事業における有形固定資産の主な増加の内容は、次のとおりである。

（（（（構築物構築物構築物構築物））））

　　構築物は、主に、鋳鉄管更新工事、下水道工事に伴う配水管移設工事により配水設備が増と

　なっている。
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②流動資産

（単位：円、％）

区　　　　分

２１年度 ２０年度 比 較 増 減 増 減 率

(A) (B) (A)－(B)
(A)－(B)

×100
(B)

水
道
事
業

現 金 預 金 286,571,031 310,523,543 -23,952,512 -7.7

未 収 金 32,057,016 37,447,059 -5,390,043 -14.4

貯 蔵 品 4,244,340 5,281,340 -1,037,000 -19.6

その他の流動資産 10,559,472 11,318,841 -759,369 -6.7

合 計 333,431,859 364,570,783 -31,138,924 -8.5

鶴
形
簡
易
水
道

事
業

現 金 預 金 13,316,865 11,012,592 2,304,273 20.9

未 収 金 632,507 70,540 561,967 796.7

貯 蔵 品 10,310 11,340 -1,030 -9.1

その他の流動資産 0 0 － －

合 計 13,959,682 11,094,472 2,865,210 25.8

合 計 347,391,541 375,665,255 -28,273,714 -7.5

　流動資産は347,391,541円で、前年度に比較して28,273,714円（7.5％）の減となっている。

これは、当年度末における現金預金の残高が、前年度末に比較して21,648,239円減少したことが

主な要因である。

(3)負　債

①流動負債

（単位：円、％）

区　　　　分

２１年度 ２０年度 比 較 増 減 増 減 率

(A) (B) (A)－(B)
(A)－(B)

×100
(B)

水
道
事
業

未 払 金

営 業 未 払 金 22,609,116 28,897,060 -6,287,944 -21.8

未 払 消 費 税 0 18,751,000 -18,751,000 皆減

その他未払金 4,587,250 0 4,587,250 皆増

計 27,196,366 47,648,060 -20,451,694 -42.9

その他流動負債

預 り 金 37,330,572 37,239,568 91,004 0.2

その他の流動負債 0 0 0 －

計 37,330,572 37,239,568 91,004 0.2

小 計 64,526,938 84,887,628 -20,360,690 -24.0

鶴
形
簡
易

水
道
事
業

未 払 金

営 業 未 払 金 1,977,019 1,919,996 57,023 3.0

未 払 消 費 税 0 201,300 -201,300 皆減

その他未払金 191,200 0 191,200 皆増

計 2,168,219 2,121,296 46,923 2.2

合 計 66,695,157 87,008,924 -20,313,767 -23.3

　流動負債は66,695,157円で、前年度に比較して20,313,767円（23.3％）の減となった。これは

前年度末で未払いとなっていた消費税等の支払いが完了したことが主な要因である。
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(4)資　本

　当年度の資本の状況は次のとおりである。

（単位：円、％）

区　　　　分
２１年度 ２０年度 比 較 増 減 増 減 率

(A) (B) (A)－(B)
(A)－(B)

×100
(B)

水
　
　
道
　
　
事
　
　
業

自
己
資
本
金

固 有 資 本 金 0 0 － －

繰 入 資 本 金 1,770,481,794 1,735,056,208 35,425,586 2.0

組 入 資 本 金 851,742,498 851,370,498 372,000 0.0

計 2,622,224,292 2,586,426,706 35,797,586 1.4

借 入 資 本 金 7,186,852,435 7,240,457,136 -53,604,701 -0.7

資 本 金 計 9,809,076,727 9,826,883,842 -17,807,115 -0.2

剰
余
金

資 本 剰 余 金 4,115,799,806 3,996,780,271 119,019,535 3.0

利 益 剰 余 金 77,546,803 50,548,622 26,998,181 53.4

計 4,193,346,609 4,047,328,893 146,017,716 3.6

水 道 事 業 計 14,002,423,336 13,874,212,735 128,210,601 0.9

鶴
形
簡
易
水
道
事
業

自
己
資
本
金

固 有 資 本 金 15,512,546 15,512,546 0 0.0

繰 入 資 本 金 0 0 － －

組 入 資 本 金 236,000 205,000 31,000 15.1

計 15,748,546 15,717,546 31,000 0.2

借 入 資 本 金 92,500,000 92,500,000 0 0.0

資 本 金 計 108,248,546 108,217,546 31,000 0.0

剰
余
金

資 本 剰 余 金 28,386,637 28,386,637 0 0.0

利 益 剰 余 金 4,819,008 4,492,486 326,522 7.3

計 33,205,645 32,879,123 326,522 1.0

鶴形簡易水道事業計 141,454,191 141,096,669 357,522 0.3

合
　
　
　
　
　
　
計

自
己
資
本
金

固 有 資 本 金 15,512,546 15,512,546 0 0.0

繰 入 資 本 金 1,770,481,794 1,735,056,208 35,425,586 2.0

組 入 資 本 金 851,978,498 851,575,498 403,000 0.0

計 2,637,972,838 2,602,144,252 35,828,586 1.4

借 入 資 本 金 7,279,352,435 7,332,957,136 -53,604,701 -0.7

資 本 金 計 9,917,325,273 9,935,101,388 -17,776,115 -0.2

剰
余
金

資 本 剰 余 金 4,144,186,443 4,025,166,908 119,019,535 3.0

利 益 剰 余 金 82,365,811 55,041,108 27,324,703 49.6

計 4,226,552,254 4,080,208,016 146,344,238 3.6

合 計 14,143,877,527 14,015,309,404 128,568,123 0.9

　自己資本金は2,637,972,838円で、前年度に比較して35,828,586円（1.4％）の増となって

いる。この内訳は、一般会計からの補助金による繰入資本金の増、減債積立金の取り崩しに伴う

組入資本金の増等である。

　借入資本金は7,279,352,435円で、前年度に比較して53,604,701円(0.7％)の減となっている。

この内訳は、当年度の企業債借入による391,200,000円の増と元金償還による444,804,701円の減

によるものである。

　剰余金は4,226,552,254円で、前年度に比較して146,344,238円（3.6％）の増となっており、

主な内容は、老朽管更新工事及び北東部地区配水管布設に係る国庫補助金などである。
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　資本は資産を形成する財源であるが、その内訳をグラフにすると次のとおりである。

　　　　これをこれをこれをこれを見見見見るとるとるとると、、、、借入資本金借入資本金借入資本金借入資本金がががが半分以上半分以上半分以上半分以上をををを占占占占めめめめ、、、、国庫補助金等国庫補助金等国庫補助金等国庫補助金等のののの資本剰余金資本剰余金資本剰余金資本剰余金がががが29292929....3333％％％％とととと続続続続いいいい

ているているているている。。。。さらにさらにさらにさらに一般会計補助金等一般会計補助金等一般会計補助金等一般会計補助金等のののの繰入資本金繰入資本金繰入資本金繰入資本金がががが12121212....5555％％％％でででで、、、、減債積立金等減債積立金等減債積立金等減債積立金等のののの使用使用使用使用によるによるによるによる組入組入組入組入

資本金資本金資本金資本金がががが6666....0000％、％、％、％、そのそのそのその他他他他0000....7777％％％％となっているとなっているとなっているとなっている。。。。このことはこのことはこのことはこのことは、、、、現在現在現在現在のののの資産資産資産資産をををを得得得得るるるる財源財源財源財源としてとしてとしてとして使使使使わわわわ

れたれたれたれた金額金額金額金額のうちのうちのうちのうち、、、、水道事業水道事業水道事業水道事業からからからから得得得得られたられたられたられた利益等利益等利益等利益等のののの内部資金内部資金内部資金内部資金がががが6666....7777％％％％しかなくしかなくしかなくしかなく、、、、大部分大部分大部分大部分をををを外部外部外部外部

からのからのからのからの資金資金資金資金にににに頼頼頼頼っていることをっていることをっていることをっていることを示示示示しているしているしているしている。。。。

　　　　またまたまたまた、、、、類似団体類似団体類似団体類似団体とととと比較比較比較比較したしたしたした場合場合場合場合、、、、本市本市本市本市はははは借入資本金借入資本金借入資本金借入資本金とととと繰入資本金繰入資本金繰入資本金繰入資本金のののの割合割合割合割合がががが非常非常非常非常にににに高高高高くくくく、、、、建建建建

設改良事業設改良事業設改良事業設改良事業のためののためののためののための資金調達方法資金調達方法資金調達方法資金調達方法がががが、、、、企業債企業債企業債企業債とととと一般会計一般会計一般会計一般会計からのからのからのからの補助金補助金補助金補助金やややや出資金出資金出資金出資金にににに偏偏偏偏っているっているっているっている

ことがことがことがことが分分分分かるかるかるかる。。。。

(5)企業債の状況

　過去５年間の企業債の推移は次のとおりである。

（単位：千円、％）

区 分 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度

前 年 度 末 未 償 還 額 　 　 A 6,711,093 6,908,798 7,138,307 7,454,492 7,332,957

当 年 度 償 還 額 　 B 216,258 213,591 363,115 524,435 444,805

当 年 度 借 入 額 　 C 315,800 443,100 679,300 402,900 391,200

当年度末未償還額　A-B+C=D 6,810,635 7,138,307 7,454,492 7,332,957 7,279,352

当年度償還財源　　F+G = E 269,976 278,610 309,525 298,465 321,362

減 価 償 却 費 　 F 241,284 256,433 282,230 290,421 293,634

当 年 度 純 利 益 　 G 28,692 22,177 27,295 8,044 27,728

償還額対財源比率　     B/E 80.1 76.7 117.3 175.7 138.4

償還額対減価償却費比率　B/F 89.6 83.3 128.7 180.6 151.5

※１８年度から鶴形簡易水道事業分を含む。

　当年度の企業債借入額391,200千円のうち160,900千円は借換債である。また、当年度償還

額444,805千円のうち繰上償還は161,038千円となっている。

　この結果、年度末における未償還額は7,279,352千円で、前年度末に比較して53,605千円の

減となった。

能代市

類似団体

借入資本金

51.5

33.5

資本剰余金

29.3

40.9

繰入資本金

12.5

7.2

組入資本金

6.0

10.1

その他

8.3

資本構成・類似団体平均との比較

(0.7)

（内部資金）
（外部資金）

(２０年度)

（単位：％）
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　企業債の償還元金、利息、元利償還金、それぞれの料金収入に対する比率の推移は、次のと
おりである。

（単位：％）

区分 １７年度１８年度１９年度２０年度 ２１年度
 ２０年度 

全国平均

①
企 業 債 償 還 金 元 金

28.8 28.6 48.3 72.2 60.8 26.5
対 料 金 収 入 比 率

②
企 業 債 利 息

26.2 26.1 26.1 26.1 23.9 10.8
対 料 金 収 入 比 率

③
企 業 債 元 利 償 還 金

55.0 54.7 74.4 98.3 84.7 37.3
対 料 金 収 入 比 率

　　　（注）料金収入＝給水収益。比率は、いずれも低いほどよいとされている。

　上表のうち、①と③の比率が２０年度及び２１年度で高くなっているが、これは、繰上償還を

行ったことが大きな要因となっている。

　また、年度別の企業債未償還残高と料金収入をグラフにすると、次のとおりである。

　　　　当年度末当年度末当年度末当年度末のののの企業債残高企業債残高企業債残高企業債残高はははは料金収入料金収入料金収入料金収入のののの約約約約１０１０１０１０倍倍倍倍のののの額額額額でででで、、、、企業債元利償還金企業債元利償還金企業債元利償還金企業債元利償還金もももも毎年度毎年度毎年度毎年度、、、、料金収入料金収入料金収入料金収入のののの

半分以上半分以上半分以上半分以上となっているがとなっているがとなっているがとなっているが、、、、このようなこのようなこのようなこのような状況状況状況状況においてにおいてにおいてにおいて、、、、当年度当年度当年度当年度はははは借換債借換債借換債借換債をををを活用活用活用活用しししし繰上償還繰上償還繰上償還繰上償還をををを行行行行ったったったった

ことによりことによりことによりことにより、、、、後年度後年度後年度後年度のののの利息償還額利息償還額利息償還額利息償還額がががが34343434,,,,387387387387,,,,639639639639円軽減円軽減円軽減円軽減されているされているされているされている。。。。

　当年度の借換債、繰上償還額、利息軽減額は、次のとおりである。

（単位：円、％）

年度 当初借入額 利率 当初償還終期 借換債 利率 繰上償還額 利息軽減額

S 61 135,400,000 5.20 H29.3.25 56,500,000 1.000 56,540,175 9,516,163

S 62 107,300,000 5.00 H30.3.25 49,300,000 1.150 49,389,550 8,729,652

H  3 85,500,000 5.50 H34.3.25 55,100,000 1.380 55,108,298 16,141,824

合計 328,200,000 － － 160,900,000 － 161,038,023 34,387,639

0
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65

70

75

80

１７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度

68.1

71.4

74.5
73.3 72.8

7.5 7.5 7.5 7.3 7.3

企業債未償還残高と料金収入

企業債未償還残高

料金収入

(単位：億円)
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